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Fig　4．ガラクチュロン酸混在に於けるペクチン加
　　　　水分解
　ローロ　ガラクチュロン酸（60γ／16ml）
　○一〇ペクチン（32γ／6ml）
　△一ム　ガラクチェロン酸十ペクチン（ガラクチ
　　　　　ュロン酸60γ十ペクチン32γ／6ml）
7
8 ペクチソ物質の研究（第一報）アンスロγ試薬によるペクチソの比色定量について
　ペクチン溶液：分解液2ml中、ペクチン1．60mgを
含む。
　ペクチンーガラクチユPン酸混合液：分解液2ml中、
ガラクチユロン酸標品3．Omg、ペクチン1．60mgを含
む。
　測定は加熱開始後、8～12時間まで1時間ごとに測定
した。加水分解の処理は、前記の通りである。第4図に
示されているように、試料中にガラクチユPン酸が混在
しても、そのペクチン加水分解に影響を与えないことが
認められた。
　第5図にて示されるものは、0．1N硫酸を用い80°C
8時間でペクチンを加水分解したときの、加水分解液一
アソスロソ反応液の吸収曲線である。この曲線は、ガラ
クチユロン酸一アンスロン反応液と同様の吸収を示して
いる。このことからペクチンの分解産物として生じたも
のが、ガラクチユロン酸であると一応考えてよい。亦、
分解液のペーパークロマトグラフイーを行なつたとこ
ろ、対称としたガラクチユロン酸標品のスポツトと並ん
で、分解液のガラクチユ・Ptン酸のスポツトが得られた。
展開液は、ブタノール：酷酸：水（5：2：3）を用い、
呈色剤として蔭酸アニリンを用いた。
????
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650（mPt）
Fig　5．ペクチン分解液一アンスロソ反応液の
　　　　吸収曲線
　　　　ペクチン濃度80γ／6　ml
　（3）ペクチンの加水分解時の酸濃度および温度は0．1
N、80～100°Cが適当であり、この条件vc於てペクチン
は8時問後に完全に分解する。
　（4）この条件に於て加水分解を行なったべクチソ100
mgに対して、測定されたガラクチユPン酸の量は93．O
mgであつた。
　（5）試料中にガラクチtPン酸が混在しても、ペクチ
ンの加水分解には影響を与えない。
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　tB酸アニリン：0．939のアニリンを50mlの99％エ
タノPルに溶解し、更に50m1の0．1N蔭酸を加えて
調製した。
　要約
　（1）ガラクチ＝L・Pン酸の定量に際して、測定波長は
550mμが適当である。
　②検量曲線は直線となり、計り得るガラクチソロソ
酸の量は、反応液6ml中、25－400γである。
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